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　平成 28 年度当初予算は、27 年度に策定し
た第 2 次総合計画と創生総合戦略に基づき、
定住促進や産業振興のほか、防災力の強化、
子育て支援や教育の振興に力を注ぐ積極的
な予算となっています。一般会計は総額 150
億 6,700 万円と、前年度同等（1,300 万円減）
の予算規模となりました。

歳入では、町税が前年度並みの 16 億
4,130 万円を見込んでいます。

　歳入全体の約 48％を占める地方交付税に
ついては、国勢調査による人口減や合併算定
替の縮減により、前年度比 4 億 8,490 万円
減の 72 億 9,500 万円を見込んでいます。
　分担金及び負担金については、県営ほ場整
備事業や矢波漁港消波堤整備工事の地元分
担金などにより、1,622 万円増の 1 億 2,582
万円を見込んでいます。
　国庫支出金・県支出金については、小学校大
規模改造事業の終了などにより、1,081万円
減の合計17億3,996万円を見込んでいます。
　寄附金は、ふるさと能登町応援寄附（ふる
さと納税）の大幅増により、前年度比 1 億
3,000 万円増の 1 億 5,010 万円を見込んで
います。
　繰入金は、財政調整基金やふるさと振興基
金からの繰り入れにより、1 億 3,850 万円増
の 3 億 1,604 万円となりました。
　町債においては、消防庁舎建設事業や衛生
センター施設改良事業、ドブネ収蔵庫整備事

業などの増により 1 億 7,050 万円増の 29 億
730 万円となりました。借金である町債は、
公共事業の地域経済への影響と公債費負担適
正化とのバランスを考慮しながら、計画的な
発行に努めています。

歳出では、人件費、扶助費、公債費
の義務的経費が総額 54 億 7,446

万円となり全体の 36％を占めました。その
うち人件費については、退職手当組合への負
担金減などにより 1 億 8,978 万円減の 19 億
5,321 万円となっています。公債費は、地方
債残高を減少させるための繰上償還金 2 億
5,291 万円を見込むほか、これまでの繰上償
還の実施により 3 億 4,611 万円減の 24 億
6,845 万円となりました。
　普通建設事業費は、新規に 2 地区の集会
所整備を行うほか、消防庁舎建設事業や小木
地区都市再生整備事業などで増額が見込まれ
ますが、小学校大規模改造事業やテニス資
料館建設事業の終了により、前年度比 5,562
万円減の 29 億 9,079 万円となりました。
　物件費や補助費等を含む消費的経費は、
前年度より 5 億 9,175 万円増の総額 65 億
6,710 万円となりました。除雪経費のほか、
ほっと石川観光推進プラン推進ファンドへの
貸付金、臨時福祉給付金、ふるさと振興基金
積立金などが増額となりました。また、行政庁
舎等の整備のため、前年度に引き続き庁舎建
設基金に2 億5,000 万円の積立を行います。
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一般会計予算

歳入歳出（性質別）

歳
出（
目
的
別
）

（前年度比 1,300 万円減）

◆地方債残高
区分 平成 27 年度末（見込） 平成 28 年度（見込）

普通会計※ 　　206 億 5477 万円 　　211 億 2588 万 7 千円
特別会計 　　109 億 7769 万 1 千円 　　108 億 0875 万 6 千円
企業会計 　　 34 億 6175 万 5 千円 　　 32 億 9505 万 2 千円

計 　　350 億 9421 万 6 千円 　　352 億 2969 万 5 千円
※一般会計と有線放送特別会計の合計

◆基金総額
区分 平成 27 年度末（見込） 平成 28 年度（見込）

一般会計 　　  63 億 7183 万 2 千円 　　 64 億 4949 万 8 千円

◆財政指標の推移

※実質公債費比率の H17 は制度改正後に置きかえると「23.9」

◆
87.8

▲
12.2
H26

◆
87.3

依存財源
（83.1%）

自主財源
（16.9%）

町税
16億4130万円（10.9％）

使用料及び手数料
2億540万6千円（1.4％）

繰入金
3億1603万6千円

（2.1％）

諸収入・その他
2億4918万1千
円（1.7％）

分担金及び負担金
1億2581万8千円
0.8％）

地方交付税
72億9500万円（48.4％）

その他
6040万円（0.3％）

地方消費税交付金
3億7300万円

（2.5％）

地方譲与税
1億5360万円

（1.0％）
県支出金
7億9577万6千円（5.3％）

国庫支出金
9億4418万3千円（6.3％）

町債
29億730万円

（19.3％）

H27
見込

▲
10.0

◆
86.8

人件費
19億5320万6千円

（13.0％）

扶助費
10億5281万1千円

（7.0％）

公債費
24億6844万6千円

（16.4％）

普通建設事業費
29億9079万円

（19.8％）

災害復旧事業費
464万7千円（0.0％）

物件費
15億4547万7千円（10.3％）

維持補修費
2億7356万円

（1.8％）

補助費等
24億6893万8千円

（16.4%）

積立金
3億9370万円

（2.6%）

繰出金
17億3768万5千円

（11.5%）

その他
1億7774万円（1.2%）

義務的
経費

（36.4%）

投資的
経費

（19.8%）

消費的
経費

（43.8%）

議会費
9344万9千円（0.6％）

その他
 3000万1千円（0.2％）

総務費
20億3406万円

（13.5％）

民生費
28億7524万4千円

（19.1％）

衛生費
18億5825万円

（12.3％）

労働費
3766万1千円

（0.3％）
農林水産業費
8億5792万4千円（5.7％）

商工費
4億6080万9千円（3.1％）

土木費
16億9262万円

（11.2％）

消防費
14億9426万3千円

（9.9％）

教育費
 11億5962万6千円

（7.7％）

災害復旧費
464万7千円

（0.0％） 公債費
24億6844万6千円

（16.4％）
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②
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５
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８
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薪
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光
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０
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習
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。
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９
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す
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０
０
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０
千
円

橋
り
ょ
う
補
修
6
路
線
、
落
石
対

策
1
路
線
、消
雪
2
路
線
、橋
り
ょ

う
・
ト
ン
ネ
ル
定
期
点
検

改
築
5
路
線
、
防
災
安
全
2
路
線

道
整
備
交
付
金
事
業

２
３
５
，
８
０
０
千
円

▽
改
築
9
路
線
、
側
溝
改
修
4
路

線
、
舗
装
10
路
線

駅
山
手
線
街
路
整
備
事
業

７
６
，
２
４
８
千
円

▽
道
路
改
良
、
用
地
取
得
、
建
物

補
償
費

小
木
地
区
都
市
再
生
整
備
事
業

１
１
４
，
５
０
０
千
円

▽
「
イ
カ
の
ま
ち
小
木
」
の
発
信

に
よ
り
交
流
人
口
を
呼
び
込
む
と

と
も
に
、
住
み
た
く
な
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
。
今
年
度
は
7
路

線
の
整
備
、
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

用
地
取
得
、
企
画
業
務
を
実
施

の
と
里
山
空
港
利
用
促
進
事
業

１
７
，
７
８
３
千
円

▽
空
港
利
用
促
進
事
業
補
助
金
…

地
元
住
民
対
象
に
空
港
利
用
助
成

を
行
う
。
往
復
3
千
円
（
団
体
千

円
増
）
小
人
は
2
千
円
、
利
用
者

減
少
時
期
に
あ
わ
せ
助
成
金
額
を

増
額
。修
学
旅
行
は
往
復
4
千
円
、

小
人
2
千
円
。
空
港
利
用
誘
客
促

進
事
業
…
空
港
を
利
用
し
て
町
内

で
宿
泊
す
る
人
に
2
千
円
（
小
人

1
千
円
）
を
助
成

防
災
総
務
費

１
４
，
１
３
４
千
円

▽
自
主
防
災
組
織
リ
ー
ダ
ー
育
成

事
業
、
備
蓄
品
購
入
、
中
学
生
に

対
す
る
防
災
ま
ち
づ
く
り
講
演
実

施
、
防
災
ま
ち
づ
く
り
会
議
の
設

置
、自
主
防
災
組
織
育
成
補
助
金
、

柳
田
地
区
で
町
総
合
防
災
訓
練
実

施緊
急
防
災
・
減
災
事
業

８
，
２
５
０
千
円

▽
3
地
区
で
避
難
路
を
整
備
す
る

消
防
庁
舎
建
設
事
業

８
９
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０
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１
５
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，
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６
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▽
平
成
29
年
度
ま
で
の
2
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で

改
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工
事
を
実
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。
し
尿
、農
業
・

漁
業
集
落
排
水
、
浄
化
槽
の
汚
泥

を
衛
生
セ
ン
タ
ー
か
ら
公
共
下
水

道
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希
釈
投
入
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、
維
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管
理
経

費
の
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図
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鳥
獣
被
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５
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６
５
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▽
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獲
報
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、
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ラ
ス
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檻
購
入
、
電
気
柵
設
置
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助

ブ
ル
ー
ベ
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２
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，
０
９
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▽
農
林
産
物
総
合
セ
ン
タ
ー
・
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の
み
ワ
イ
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の
指
定
管
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料
、
ブ
ル
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ー
業
務
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。
新
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栽
方
法
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普
及
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進
に
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け
、
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産
組
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し
資
材
費
を
補
助

高
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械
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入
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，
１
２
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▽
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同
利
用
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産
物
の
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化
に
資
す
る
生
産
施
設
・
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械
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の
整
備
費
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を
支
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、

農
業
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図
る
。（
米
の
色
彩
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機
１
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脱
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械
2
台
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米
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援
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４
，
０
０
０
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円

▽
町
お
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く
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会
に
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助
し
、
食
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測
定
器
の
活
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ど
で
町
産
米
の
米
価
向
上
を

図
る
。
統
一
栽
培
指
針
の
特
別
栽

培
実
証
圃
で
使
用
す
る
資
材
費
、

首
都
圏
へ
の
販
促
、
食
味
測
定
器

リ
ー
ス
料
、
機
械
管
理
・
土
壌
分

析
、
町
内
米
穀
販
売
店
の
お
米
マ

イ
ス
タ
ー
取
得
助
成
費
な
ど

畜
産
事
業
事
務
費２

，
３
８
２
千
円

▽
能
登
牛
認
定
店
促
進
事
業
…
県

内
最
大
の
能
登
牛
生
産
地
域
で
あ

る
能
登
町
で
能
登
牛
販
売
店
と
飲

食
店
を
増
や
し
、
消
費
拡
大
に
つ

な
げ
る
。
乳
用
牛
振
興
奨
励
事
業

…
雌
雄
判
別
精
液
の
人
工
授
精
経

費
補
助
。
能
登
牛
生
産
体
制
整
備

事
業
、
能
登
牛
Ｐ
Ｒ
振
興
事
業

県
営
ほ
場
整
備
事
業

９
０
，
２
０
０
千
円

▽
柳
田
中
央
、
五
十
里
・
黒
川
、

柳
田
南
部
、寺
五
地
区
の
負
担
金
。

柳
田
西
部
換
地
清
算
金
、
農
地
整

備
環
境
機
能
増
進
事
業
、
高
度
土

地
利
用
調
整
事
業

矢
波
漁
港
消
波
堤
整
備
工
事

１
８
，
０
０
０
千
円

▽
矢
波
漁
港
の
消
波
堤
を
整
備

し
、
漁
船
の
安
全
な
係
留
及
び
陸

揚
作
業
を
可
能
と
す
る
。

観
光
振
興
対
策
事
業

１
４
０
，
４
７
６
千
円

▽
姉
妹
都
市
や
首
都
圏
な
ど
出
向

宣
伝
旅
費
、
灯
り
イ
ベ
ン
ト
用
Ｌ

Ｅ
Ｄ
購
入
、観
光
誘
客
ポ
ス
タ
ー
・

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
ド
ラ
イ
ブ
マ
ッ

能
登
町
一
次
産
業「
見
え
る
」化
事
業

５
，
４
０
０
千
円

▽
担
い
手
不
足
が
深
刻
な
一
次
産

業
を
映
像
化
し
、
子
ど
も
や
Ｕ
・

Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者
へ
周
知
す
る
。

漁
業
編
に
続
き
今
年
度
は
農
業
編

を
制
作

創
業
等
支
援
助
成
金

３
，
２
０
０
千
円

▽
起
業
・
事
業
承
継
に
対
し
、
初

期
投
資
等
を
支
援

③
地
域
の
魅
力
を
生
か
し
た
し
ご
と
づ
く
り

プ
、
外
国
人
向
け
観
光
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
、
広
告
料
、
Ｃ
Ｍ
業
務
、

灯
り
回
廊
、
の
と
海
洋
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
事
業
補
助
委
託
、
恋
路

海
岸
備
品
購
入
、
レ
ン
タ
カ
ー
誘

客
助
成
、
宿
泊
補
助

地
域
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
補
助
金

１
０
，
０
０
０
千
円

▽
地
域
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
に
対
し

て
助
成
（
苺
一
会
、ご
ざ
れ
祭
り
、

秋
の
味
覚
市
、
の
と
寒
ぶ
り
ま
つ

り
、
イ
カ
す
会
）

観
光
施
設
管
理
事
業

２
７
，
０
０
７
千
円

▽
恋
路
海
岸
の
ｗ
ｉ
―
ｆ
ｉ
整

備
、
た
び
ス
タ
管
理
運
営
、
越
坂

探
勝
遊
歩
道
改
修
、
観
光
施
設
維

持
管
理
・
除
草
・
清
掃
な
ど

区分 予算額 増減
一般会計 150億6700万円 △ 0.1％
特別会計 085億9196万円 3.2％

有線放送 003億3988万3千円 43.6％
国民健康保険 032億1826万8千円 5.1％

保険事業勘定 032億1107万2千円 5.1％
直営診療施設勘定 000億0719万6千円 7.2％

後期高齢者医療 003億0172万9千円 0.7％
介護保険 029億2609万5千円 2.5％

保険事業勘定 029億0967万6千円 2.5％
サービス事業勘定 000億1641万9千円 △6.3％

観光施設 001億0002万6千円 △ 30.5％
公共下水道事業 006億6147万5千円 7.6％
農業集落排水事業 004億3470万円 △ 6.5％
漁業集落排水事業 000億04334万4千円 2.0％
浄化槽整備推進事業 000億06380万1千円 8.0％
簡易水道 005億0263万9千円 △ 8.2％

企業会計
水道事業会計 008億7269万4千円 2.6％

収益的支出 004億9207万7千円 △ 5.7％
資本的支出 003億8061万7千円 15.9％

病院事業会計 028億9677万9千円 0.3％
収益的支出 024億5785万9千円 △ 3.4％
資本的支出 004億3892万円 27.4％

予算合計 274億2843万3千円 1.0％
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火事・救急・救助 は 局番なしの119 番
高機能消防指令センター（輪島市） 受付開始

　奥能登広域圏事務組合消防本部の高機能
消防司令センターの運用を、3 月 28 日に開
始しました。

　高機能消防指令センターは、119 番通報発信者の位
置情報などを地図上などに表示させる「位置情報通知
システム」や、消防車や救急車の位置や状況を一目で
把握できる「車両動態管理（ＡＶＭ）システム」など
の各システムを活用し、119 番通報の受け付けをはじ
め、出動隊の指令や消防活動の終了までを一元的に管
理するところです。
　消防指令センターには、24 時間体制で 119 番通報
に備えた専属の通信指令員が待機していますので、通
報内容に応じて通報者への指導や指示が的確に行え、
電話対応をしながら、必要な出動隊へ出動予告指令を
出しますので、隊員はすぐに準備ができ、これまで以
上に迅速・的確・効果的な消防活動が可能となります。

高機能消防指令センターが置かれる本部庁舎

　通報は、最寄りの消防署へ直接電話せ
ず、局番なしの 119 番にしてください。
　通話方法はこれまでと変わりません。
落ち着いて通報してください。

お問い合わせ
　奥能登広域圏事務組合消防本部

☎ 0768-23-0119
http://www.okunoto119.jp/

す
こ
や
か
あ
か
ち
ゃ
ん
お
祝
い
金

１
５
，
０
０
０
千
円

▽
第
1
子
…
7
万
円
→
10
万
、
第

2
子
…
10
万
円
→
20
万
、
第
3
子

以
降
…
15
万
円
→
30
万
円
に
増
額

子
ど
も
医
療
費
給
付
事
業

２
８
，
０
０
６
千
円

▽
18
歳
ま
で
の
医
療
費
自
己
負
担

額
を
給
付
す
る
。
10
月
診
療
分
か

ら
は
現
物
給
付
を
開
始
し
、
窓
口

で
の
負
担
が
不
要
に
な
る
。

公
立
保
育
所
運
営
費

９
７
，
７
２
７
千
円

▽
第
2
子
保
育
料
を
半
額
に
（
年

齢
、
所
得
制
限
な
し
）。
土
曜
午

後
の
保
育
を
3
カ
所
で
試
行

次
世
代
育
成
支
援
対
策
事
業

２
，
５
０
２
千
円

▽
妊
産
婦
の
負
担
を
軽
減
す
る
た

め「
産
前
産
後
子
育
て
ヘ
ル
パ
ー
」

制
度
を
導
入
。
公
共
施
設
に
「
赤

ち
ゃ
ん
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
設
置

し
、
乳
児
を
連
れ
た
外
出
を
容
易

に
す
る
。
乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
、

養
育
支
援
訪
問
、
次
世
代
育
成
支

援
、
食
育
の
推
進

が
ん
検
診
事
業２

２
，
３
７
１
千
円

▽
早
期
治
療
に
よ
る
が
ん
死
亡
率

の
減
少
の
た
め
、
検
診
を
実
施
。

病
院
事
業

４
３
３
，
０
８
５
千
円

▽
看
護
師
に
対
す
る
修
学
資
金
貸

与
額
を
2
万
円
増
額
、
借
入
期
間

と
同
期
間
の
就
業
で
返
済
免
除
す

る
よ
う
、
期
間
を
短
縮
。
医
師
修

学
資
金
制
度
を
新
設

④
健
康
で
心
に
豊
か
さ
を
持
て
る
人
づ
く
り

⑤
地
域
を
通
し
て
共
に
学
び
、

　
町
の
未
来
を
担
う
人
づ
く
り

能
登
高
等
学
校
魅
力
化
事
業

８
，
６
９
５
千
円

▽
新
入
生
制
服
購
入
支
援
、
通
学

補
助
、
部
活
動
費
助
成
、
公
営
塾
、

寮
生
補
助
実
施
の
ほ
か
、
能
登
高

等
学
校
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

実
施
。

公
民
館
特
色
あ
る
活
動
事
業

２
，
１
５
２
千
円

▽
各
公
民
館
で
特
色
あ
る
活
動
を

通
し
て
、
地
域
活
性
化
や
振
興
を

促
進
す
る
。
13
館
で
予
定	

ド
ブ
ネ
収
蔵
庫
整
備
事
業

２
１
１
，
５
２
６
千
円

▽
国
指
定
文
化
財
「
ド
ブ
ネ
」
を

保
存
す
る
収
蔵
庫
を
旧
真
脇
小
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
建
設
。
今
年
度

は
収
蔵
庫
の
建
築
と
外
構
工
事
を

実
施

猿
鬼
歩
こ
う
走
ろ
う
健
康
大
会

４
，
０
０
０
千
円

▽
今
年
度
は
第
30
回
記
念
大
会
。

町
内
全
小
中
学
生
が
参
加
す
る
ほ

か
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
開
催
や
大
会

記
念
誌
発
行
等
を
実
施

能
登
国
際
女
子
オ
ー
プ
ン
テ
ニ
ス

８
，
２
５
５
千
円

▽
10
回
記
念
大
会
。
今
年
度
は
町

主
催
で
大
会
を
実
施

全
国
中
学
生
体
育
大
会

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技

５
，
５
０
０
千
円

▽
能
都
健
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
、

24
年
ぶ
り
に
全
国
中
学
校
体
育
大

会
が
開
催
さ
れ
る
。

定
住
促
進
事
業
４
，
６
０
０
千
円

▽
家
財
等
処
分
助
成
金
…
ふ
る
さ

と
空
き
家
情
報
登
録
物
件
の
家
財

道
具
等
を
処
分
す
る
費
用
を
助
成

住
宅
改
修
等
助
成
金
…
移
住
者
の

新
築
住
宅
購
入
及
び
中
古
住
宅
改

築
に
要
す
る
経
費
を
助
成

定
住
促
進
助
成
金　

７
５
０
千
円

▽
雇
用
促
進
緊
急
助
成
金
対
象
に

役
場
を
除
く
町
内
団
体
や
金
融
機

関
等
を
追
加
し
、
対
象
者
を
拡
充

借
上
町
営
住
宅
事
業

４
，６
３
８
千
円

▽
移
住
者
向
け
住
宅
不
足
解
消
の

た
め
、
民
間
業
者
が
建
設
し
た
賃

貸
住
宅
を
借
り
上
げ
、
町
営
住
宅

と
し
て
転
貸
す
る
。

集
会
所
整
備
事
業６

５
，６
５
５
千
円

▽
日
詰
脇
と
矢
波
の
２
カ
所
に
集

会
所
を
整
備

集
会
所
修
繕
費
補
助
事
業

２
，
０
０
０
千
円

▽
補
助
額
を
経
費
の
１
／
２
か
ら

２
／
３
へ
拡
充

⑥
地
域
の
絆
を
深
め
、
住
み
続
け
た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り

⑦
わ
か
り
や
す
い
行
財
政
と
情
報
の
共
有
に
よ
っ
て
、

　
つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り

ふ
る
さ
と
能
登
町
応
援
寄
附

９
１
，
４
１
２
千
円

▽
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
バ
ナ
ー
広

告
を
強
化

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
策
定

４
，
８
３
９
千
円

▽
公
共
施
設
等
全
体
を
把
握
し
、

長
期
的
視
点
を
も
っ
て
更
新
・
統

廃
合
・
長
寿
命
化
な
ど
を
計
画
的

に
行
い
、
財
政
負
担
を
軽
減
・
平

準
化
す
る
。最
適
配
置
を
実
現
し
、

時
代
に
即
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
行

う
。

電
子
自
治
体
推
進
事
業

４
１
，
７
７
７
千
円

▽
設
備
関
連
機
器
更
新
や
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
強
化

新
統
合
庁
舎
整
備
費

２
７
，
１
６
０
千
円

▽
基
本
設
計
と
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
選

定
に
係
る
事
務
費

庁
舎
建
設
基
金
積
立

２
５
０
，
０
０
０
千
円

▽
庁
舎
整
備
に
か
か
る
財
源
確
保

　聴覚や言語に障がいのある方や、音声での通報に
不安がある方は「NET119」や FAX を利用して 119
番通報することができます。職員の不在時にそなえ、
各消防庁舎に駆け込み通報装置も設置しました。

緊急通報システム「NET119」
　スマートフォンや携帯電話など利用して、119 番
通報することができます。文字情報でのやり取りが
可能で、外出先でも通報できます。
　NET119 を利用するには事前に登録が必要です。
パケット通信料は、利用者の負担となります。登録
や利用方法などについては、消防本部ホームページ
をご確認ください。
使用可能媒体
　インターネットに接続できる携帯電話・スマート
フォン・タブレット端末・パソコン

FAX による 119 番通報
　ファクシミリを利用して 119 番通報することが
できます。事前登録の必要はありません。119 番通
報専用紙に必要事項を記入し、局番なしの 119 番
へ FAX 送信してください。専用用紙や利用方法に
ついては、消防本部ホームページをご覧ください。

火災情報メール
　消防指令センターが発信する火災情報メールの配信
を受け取ることができます。
　情報配信を希望する場合は、事前に登録が必要です。
登録や利用方法などについては、消防本部ホームペー
ジをご確認ください。
　各市町が発信する情報メール配信を受け取る場合
は、各市町のホームページから登録してください。

駆け込み通報装置
　各消防庁舎には「駆け込み通
報装置」が設置してあり、消防
指令センターへ直接通報するこ
とができます。出動中で職員が
不在になっている場合は、駆け
込み通報装置を利用して通報し
てください。


